
 

 

 

 

〇改革
かいかく

なくして成長
せいちょう

なし 

合唱
がっしょう

コンクール(10/13)には平日
へいじつ

にもかかわらず多数
た す う

 

の保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

､学校
がっこう

評議員
ひょうぎいん

のご参列
さんれつ

を賜
たまわ

り有難
ありがと

うござ 

いました｡審査員
し ん さい ん

の新町小・〇〇先生、吹上中・〇〇先 

生からも「グレードアップした合唱コンクールだった」、 

「どのクラスも工夫
く ふ う

が見られて良かった」などと称賛
しょうさん

の 

お言葉
こ と ば

をいただきました。歌
うた

い終
お

えた生徒を見ると満足
まんぞく

 

感
かん

にあふれていて､賞
しょう

を取
と

ったか否
いな

かでなく､それを超
ちょう

 

越
えつ

した「何
なに

か」を感
かん

じ取っていたようでした。学校は今、 

今年度
こ ん ねん ど

の折
お

り返
かえ

し点
てん

に入っており、後半
こうはん

に向
む

けてとても良いスタートが切
き

れました。後半も過
す

ぎてみればあ

っという間
ま

ですが、経
た

つまではそれなりの時間
じ か ん

があります。途中
とちゅう

、個人
こ じ ん

やクラスでうまくいかない時もある

かも知
し

れません。そのような時は、この合唱コンクールとここに至
いた

るまでの練習
れんしゅう

の日々にあった、各クラス

のドラマを思い出して活路
か つ ろ

を見出
み い だ

してほしいと願
ねが

っています。未来
み ら い

の自分やクラスを助
たす

けてくれる道しるべ

となるはずです。さて、右上の写真
しゃしん

を見てください。すでに紹介
しょうかい

させていただいた 3年〇〇〇〇君の功績
こうせき

を、

ＰＴＡのご尽力
じんりょく

により横断幕
おうだんまく

にて掲
かか

げさせていただくことになりました。ＰＴＡの〇〇〇〇会長
かいちょう

をはじめ

役員
やくいん

・理事
り じ

の皆様
みなさま

、そして会員
かいいん

一人一人の皆様に感謝
かんしゃ

申し上げます。有難うございました。ところで、今回

の功績が残
のこ

せた理由を〇〇君や顧問
こ も ん

の先生に尋
たず

ねたところ、２年生の時から走りに関する自己
じ こ

課題
か だ い

と向き合

い、それを解決するために、顧問の先生のアドバイスをいただきながら、１つ１つ克服
こくふく

して行ったからだと

いいます。それは正に自己
じ こ

改革の連続
れんぞく

であり、それがあったからこそ自身の成長につながったということで

す。そこで思い出したのが表記の言葉「改革なくして成長なし」です。この言葉は小泉
こいずみ

純一郎元
じゅんいちろうもと

首相
しゅしょう

（在任

期間：平成 13年 4/26～平成 18年 9/26）が掲
かか

げた言葉です。生徒の皆さんが生まれる前のことですが、多く

の保護者の方々は学生や就 職
しゅうしょく

した頃
ころ

の時代だったと思います。北朝鮮
きたちょうせん

との拉致
ら ち

問題を前進
ぜんしん

させたことでも

有名
ゆうめい

な首相でしたが、当時の郵政
ゆうせい

公社
こうしゃ

、道路
ど う ろ

公団
こうだん

等
とう

の民営化
み ん えい か

を進めた時に発した言葉です。特に郵政民営化

は難産
なんざん

で、小泉首相は母体
ぼ た い

である自民党
じ み んと う

の反対
はんたい

を押
お

し切ってまでも、改革を進めました。衆議院
しゅうぎいん

では可決
か け つ

し

ましたが参
さん

議院では否決
ひ け つ

され、小泉首相は総選挙
そうせんきょ

（衆議院の解散
かいさん

・選挙：平成 17 年 8 月）に打
う

って出まし

た。ここで大勝
たいしょう

し、郵便局
ゆうびんきょく

の民営化が進められた訳です。まだ２０年も経っていないので、もっと時代が経

って歴史の審判を受ける必要があるかも知れませんが、平成の初頭
しょとう

にバブル経済
けいざい

が崩
ほう

壊
かい

し、日本経済
けいざい

は苦
くる

し

んでいた事実
じ じ つ

があります。これを俗
ぞく

に「失
うしな

われた１０年」という人もいます。そこにメスを入れ日本の構造
こうぞう

改革を進め、日本を成長させようとしたことは少なくとも注目に値すると思います。課題を直視
ちょくし

せず放置
ほ う ち

す

ることは、病気
びょうき

で言えば、治療
ちりょう

せず悪化
あ っ か

させることと同
おな

じです。新町中にも課題はたくさんあります。特に

校則の見直しは待
ま

ったなしの状態にありました。そこで昨年度から、しかも生徒会が直接
ちょくせつ

関与
か ん よ

し、見直しが

図られ、頭髪
とうはつ

に関する校則が本年４月１日から改定
かいてい

されたのは記憶に新しい所
ところ

です。次なる校則の課題は標

準服等です。開校以来４２年間、標 準 服
ひょうじゅんふく

はほとんど変更
へんこう

されていない状 況
じょうきょう

です。生徒からも改定の声が上

がっています。そこで、今後の標準服改定等について先に当選した第４３代生徒会役員と校長、生活指導主

任、生徒会担当で対談
たいだん

をしました。この場で、同生徒会役員生徒から、改定の意向
い こ う

であることを力強く確認
かくにん

することができました。今後の手続
て つ づ

きとしては、次のページに示すロードマップを基
もと

にしながら、生徒会本

部が進めていきます。今年度も生徒会の動きに注目
ちゅうもく

です。なお、私服
し ふ く

選択
せんたく

導入
どうにゅう

（夏期
か き

期間
き か ん

に限
かぎ

る）の是非
ぜ ひ

も

検討
けんとう

する予定
よ て い

です。新町中を成長させるための改革にこれからもご期待
き た い

ください。ただし、現生徒（令和５

年度１・２・３年生）は標準服の改定が決定されても、業者
ぎょうしゃ

の準備
じゅんび

期間が必要で、最短
さいたん

で令和７年度入学生
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からとなります。現
げん

生徒は直接のご利益
り や く

に預
あず

かれません。しかし、このまま放置してよいのかということで

す。明るい未来の新町中（改革による成長）のために今行動しなければならないことを共通
きょうつう

理解
り か い

したいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的 
（１）生徒 Agency を引き出し、校則の１つとなっている標準服の改定及び私服選択導入の是非を生徒が検討

する。また、教職員は生徒の判断を尊重・支援し、生徒と協働し新町中のウェルビーイングを目指す。 
（２）生徒の自立的・対話的な活動を通して、自治能力を高めるとともに社会参画意欲を引き出し、学校生

活に潤いを与える。 
 
２ 改定作業のロードマップ 
（１）ゴール 
  ① 標準服等改定の是非    是とするなら、令和７年度１年生から順次適用 
  ② 私服選択導入等の是非   是とするなら、令和６年度から夏服期間のみ実施 
（２）行程表 
9 月末 第４３代生徒会本部と校長､生活指導主任、生徒会担当との対談 ※学級閉鎖の影響で 10/3 に実施 
    ① 標準服改定の是非 

改定を決定しても令和７年度入学生から実施で、現生徒にはその改定のご利益にはあずかれな
いが、新町中の明るい未来を創るために必要であること。 

    ② 私服選択導入の是非 
導入時期は令和６年度から、夏服着用期間（移行期間含む）に限ること。 
※私服選択を導入する際は、性被害の防止の観点から、男女を問わず下着が透けないよう対策を
義務付ける。（安全保障上の理由） 

      ※私服導入がされても、儀式及び校外学習では夏服標準服を着用するものとする。 
 ※標準服と私服の併用は認めない。ただし、指定ニットベスト（Ｒ７標準服改定時～）は可とする。 

③ エンブレムの創設と着用 
令和６年度から、新町中生としての自覚及び地域の方からの新町中生の視認性を高めるこ 
とを目的として、ネームプレートホルダーに新町中エンブレムを入れ、カバンに着用する。 
なお、エンブレムは標準服を改定した際、上着の胸章としても活用する。 

④ エンブレムのデザイン 
校章をモチーフに生徒がデザインし、生徒会で決定する。（令和５年度中） 

10 月 ① 生徒会本部による生徒アンケートの実施により標準服改定及び私服選択導入の是非を問う 
     ア アンケートに先立ち生徒朝礼を開催し、その意義と注意点を触れる。（9月末記載①②） 
     イ アンケートの実施  

ウ 生徒アンケート集計をもとに、生徒会本部の意思決定  
      エ 校則改定委員会への具申・協議（生徒会本部→校長、生活指導主任、生徒会担当教員） 

 オ ※【管理職→ＰＴＡ】 
・生徒会の動向を伝え、標準服改定の際の機能性及び価格帯を掲示し了承を得る。 

      ・価格帯に関するアンケートを学校評価と合わせて全家庭に行うことを了承してもらう。 
    ② 生徒会本部がエンブレムのデザインを募集する。※別紙様式を活用 
     ア 校章を基調とするが、漢字の「中」はなくてもよい。 
     イ  新町中及び新町村への過去・現在・未来への想いをデザインする。 

ウ 美術科教員及び納入業者は生徒会本部及び生徒を支援するものとする。 
11 月 ①  生徒会本部原案（標準服改定、私服選択導入の是非）の中央委員会・学級会討議 ※総会の準備 
     ※中央委員会に原案提示・討議 ⇒ 学級会討議  ⇒ 中央委員会報告・討議  

②  生徒会本部がエンブレムデザインの決定  ※決定方法は生徒会本部に一任 
12 月 ① 臨時生徒総会の開催・議決並びに校長の意思決定（標準服改定及び私服選択導入の是非） 
        ※生徒手帳に記載される「生活の決まり １標準服」等についての内容の改定は次年度定例生総会

で議論し、最終的には校長の意思決定による。 
1 月 ① 【新標準服の選択】 

ア 生徒会本部が生徒アンケートを企画し、３種類の標準服・価格を掲示して、妥当と思われる標
準服デザイン・価格を各生徒が選択する。 

イ 同アンケートを集計、これに基づき生徒会本部の意思決定  
ウ 校則改定委員会に具申・協議（生徒会本部→校長、生活指導主任、生徒会担当教員） 

      ※未来の新町中にふさわしい生徒なりの根拠を明確にする。 
     エ ウを基に校長の意思決定 
2 月  ① 生徒会本部は令和６年度生徒総会議案書に提案する改正「生徒のきまり １標準服」案を検討・

作成し、標準服の改定及び私服選択導入の位置付けを校則検討委員会に具申・協議する。 
3 月 ① 生徒朝礼にて新標準服デザイン決定報告＆セレブレーション 
令和６年度 
4 月 ① 生徒会本部が中央委員会・学級会に「生徒のきまり １標準服等」に、標準服の改定及び私 

     服について新ルール提案・討議 
5 月 ① 定例生徒総会での議決及び校長の意思決定 

生徒会を主体とした標準服改定・私服選択導入のロードマップ等について  



〇１１月の学校ポイント 

（１）読書週間が始まっています 10/27～11/9 

 右表をご覧ください。Ｒ５全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

から、選択肢
せ ん たく し

１＋２で、本（貴）校が 49.6 

％に対し、全国は 66.0％で、本校は１６ポイント 

以上
いじょう

、低
ひく

い結果
け っ か

となっています。端的
たんてき

に言えば読書嫌
ぎら

いの 

傾向
けいこう

を示しています｡クロス集 計 表
しゅうけいひょう

から明らかに読書好
ず

き 

な生徒は学力調査の得点
とくてん

も高くなっており、相関
そうかん

関係
かんけい

が強
つよ

 

いです。本校では、これまでも朝学習の時間帯
たい

で読書活動
かつどう

 

を取り組んでまいりましたが、全国読書週間の機会
き か い

を捉
とら

え 

るとともに上表の事実
じ じ つ

・改善
かいぜん

のために、今回の読書
どくしょ

週間
しゅうかん

に取り組むこととしました。青梅市中央図書館「お

すすめ本 POP展示
て ん じ

」とも連携
れんけい

しています。推薦
すいせん

対象
たいしょう

になった同 POP は同中央図書館等での展示となります。

保護者の皆様におかれましてもご留意
りゅうい

ください。 

（２）３年生は第２回（進路）三者面談が続
つづ

いています 

 10/27 に行われた進路
し ん ろ

説明会
せつめいかい

へのご出席
しゅっせき

有難うございました。令和６年度入学選抜の実施要綱
ようこう

等が定
さだ

まっ

た今、３年生はいよいよ進路
し ん ろ

選択
せんたく

の大詰
お お づ

めを迎
むか

えようとしています。迷
まよ

いや不安
ふ あ ん

が大きくなることもあろう

かと思いますが、大切
たいせつ

なことは、自分の将来
しょうらい

の生き方や夢
ゆめ

、就
つ

いてみたい職 業
しょくぎょう

や興味
きょうみ

のあることなどにつ

いて、本当にしたいのは何なのかを追求
ついきゅう

することです。中学校段階
だんかい

で決定
けってい

することは難
むずか

しいことですが、

でも考えることが必要です。そして、まだ明確
めいかく

なイメージができなくても、ある程度
て い ど

の方向性
ほうこうせい

が出てきたら

しめたものです。その実現
じつげん

を少しでも近づけるための進路選択であってほしいと願っています。なお、３年

生の進路選択の最終
さいしゅう

確認
かくにん

は１２月の三者
さんしゃ

面談
めんだん

となっています。 

（３）11/20(月)・21(火)・22（水）は期末
き ま つ

考査
こ う さ

です 

早いもので、後
あと

２週間少 々
しょうしょう

で来てしまいます。この２学期は１学期よりも、真剣
しんけん

に授業に打
う

ち込
こ

んだり、

質問
しつもん

をしたりする生徒が増えてきて感心
かんしん

しています。その成果が合唱コンクールで見せた団結
だんけつ

のように、形
かたち

に現
あらわ

れると嬉
うれ

しいものです。すでに打ち立てた学習計画に基づき進めていますが、その中で、今年度から本
ほん

格化
か く か

させている５教科（国・社・数・理・英）を中心に始まった「ノートまとめ」をしっかり活用
かつよう

してくだ

さい。もう１度見直したり解
と

き直
なお

したりしてから、分かったことや解き方をお友達や保護者に伝えられるよ

うにしましょう。本当に分かったと言えるのは、相手
あ い て

に説明
せつめい

できるようになってからです。３年生は

11/26(日)に東京都中学校英語スピーキングテストもあります。都立入試
にゅうし

（１次・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

）で加点
か て ん

され

ますので、こちらも頑張
が ん ば

っていきましょう。 

（４）生徒会本部役員の役職が決まりました 

 10/4 の後期中央委員会で、第４３代生徒会本部役員の役職
やくしょく

が決定され、生徒会長に 2 年〇〇〇〇さん、

副会長に 2年〇〇〇〇さん・1年〇〇〇〇くん、書記に 2年〇〇〇〇くん・1年〇〇〇〇さん・1年〇〇〇〇

くんとなりました。これからの１年間どうぞよろしくお願いいたします。新町中の明るい未来のために生徒

へのイニシアチブ、リーダーシップをよろしくお願いします。教職員も共
とも

に汗
あせ

をかいていきますのでよろし

くお願いします。 

〇表彰
ひょうしょう

等
とう

の報告～おめでとうございます～ ※敬称略 

 

 
 
 
〇９月下旬～１０月中旬までの学校等の様子 

 

 

 

 

 

第
２
回 

修
復
的
対
話
講
習
会 

1.当てはまる  2.どちらかといえば当てはまる 

3.どちらかといえば当てはまらない 4.当てはまらない 

国語 数学 英語

１ 77.1 57.5 51.5

２ 70.3 51.4 46.0

３ 65.4 47.6 42.5

４ 59.1 42.8 38.9

どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない

当てはまらない

選択肢
平均正答率(％)

当てはまる

相関関係図 
クロス集計表 
※全国ベース 

青梅市スポーツ賞受賞 R5.10.9 

3 年〇〇〇〇（全日本テコンドー選手権大会 中学生女子 優勝） 

3 年〇〇〇〇（関東中学校陸上競技大会 共通男子 400ｍ 準優勝） 

 

 

関東地区中学生海の絵画コンクール R5.8.3 

銀賞：3 年〇〇〇〇 

 

 

JA 西東京小中学生書道コンクール 

●半紙の部 銀賞：3 年〇〇〇〇  

銅賞：1 年〇〇〇〇 

●条幅の部 銀賞：3 年〇〇〇〇、2 年〇〇〇〇 

ボ
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会 
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世
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や
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た
ち
と
の
交
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さ
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感
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た
と
の
報

告
が
印
象
的
で
し
た
。 

10/4 
市役所 
 

9/29 
信頼感醸成に基づく

対話力を深めました。 

1
0
/
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新
町
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第９支会運動会ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ 10/8 
 

藤橋・今井合同ｽﾎﾟｰﾂ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 10/8 
 

３年がん教育講習会 10/6 
 

合唱コンクール 10/13 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇部活動、がんばっています ※敬称略 

女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 10/１
福生三中との一戦 

入賞結果                

 金賞 銀賞 

１年 Ｂ組 Ａ組 

２年 Ｄ組 Ｂ組 

３年 Ａ組 Ｃ組 

 
合唱コン練習風景 

各クラスとも喜怒哀楽がありました 
 

サッカー部 9/30 
青梅一中との一戦 

部活動名 大会名 ※９／２３(土)～１０／2２(日)まで　団体／個人 大会日 対戦校

2A酒井汐音・2D奥山陽葵

2C永岡愛來・2D増田花音

1C宿谷美月・2A狩野利歩

羽村二中 負 同上

福生三中 負

福生二中 負

あきる野

増戸中
負

羽村一中 負

あきる野

増戸中
負

陸上競技 第76回東京都中学校支部対抗陸上競技会 個人 10月8日 3D 山口耕達　共通400m　2位

公式試合戦（新人大会） 団体 9月23日 瑞穂二中 負

第８ブロック新人大会 団体 9月30日 青梅一中 勝

第８ブロック新人大会 団体 10月8日
東海大

菅生中
負

公式戦（新人大会） 団体 10月21日
あきる野

東中
負

福生二･

三中
勝

福生一中 勝

あきる野

秋多中
負

瑞穂中 勝

東海大

菅生中
負

柔道 東京都市町村少年少女学年別大会 個人 10月15日 1C水村獅子：優勝、1C岡幸生：第３位

勝

※男子団体戦　　男子３位入賞⇒都大会出場権獲得

※女子団体戦

大会結果等

青梅七中

サッカー

※泉中合同

第八ブロック秋季剣道大会

9月24日

10月1日

10月22日

10月15日

10月15日

女子ソフトテニス
第８ブロック中学校ソフトテニス新人大会

（２組ペア３チームでの団体戦）
団体

団体

団体

剣道

※奥多摩中合同

女子バレー 第8ブロック新人大会予選 団体

男子バレー 第8ブロック新人大会 団体



１１・１２月初旬の予定★給食あり、ＳＴ：ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ（放課後学習教室） 
月 火 水 木 金 土・日 

１０月 30日★ 3１★ １★ ２★ ３ ４・５ 

３年進路三者面談始 
 

臨時生徒会朝礼 
(校則改定方針等) 

 
 
ST 

 文化の日 

    

６★ ７★ ８★ ９★ １０★ １１・１２ 

 
 
 

３年進路三者面談終 
SC 来校 

１年ﾀﾞﾝｽ発表①② 
２年ﾀﾞﾝｽ発表③④ 
 
再登校 16:00 
ST 

３年進路写真 
 
 
 

３年ｾｰﾌﾃｨ教室 
(薬物乱用防止) 
 
 
ST 

 

１３★ １４★ １５ １６ １７★ １８・１９ 

 
 
 

安全指導 
SC 来校 

 
 
 
ST 

 避難訓練 
 
 
ST 

 

２０ ２１ ２２★ ２３ ２４★ ２５・２６ 

期末考査 
（社・数・保体）
※給食なし 
 
 

期末考査 
（英・国・音） 
※給食なし 

期末考査 
（理・美・技家） 
専門委員会 

 
勤労感謝の日 
 

中央委員会 
 
 
 
ST 

※２６ 
３年 ESAT-J 

２７★ ２８★ ２９★ ３０★ 12 月１日★ ２・３日 

新入生保護者会 
（現小６保護者） 
 
 

生徒会朝礼 
SC 来校 

３年⑤カット 
 
 
 
ST 

 
 
 
 

全校三者面談始 
 
 
 
ST 

 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 
 
 
 
ST 

 
SC 来校 
 
 
ST 

 
 
 
 
ST 

 
 
 
 
ST 

全校三者面談終 
 
 
 
ST 

授業公開・本物 
に学ぶ会 

１０ 

 

 

 

 

 

※お子様のことでご相談がある場合は、教員の他、スクールカウンセラー（SC）もぜひご利用

ください。（アポイント先：副校長、養護教諭：電話 0428-31-0411） 

 予定は変更になる場合があります。ご理解とご協力をお願いいたします。変更が生じた際は別途ご連絡い

たします。 

すでにご案内させていただいておりますが、今年度も現代的なリズムダンスについての
学習と講師の生き方を学びます。保護者の参観も可能です。奮ってご来校ください。 

講師等の紹介 

 キッズダンススタジオ VIGOES 代表 中野むつみ氏。地域（スタジオ）や学校で様々
な種類のダンスを指導し、一人一人の個性を生かしながら日々のレッスンを行っていま
す。中学校教員免許もお持ちで、地域の学校で講師としても活躍されています。 


